










(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期
新たに金融教育を導入した実行団体が、内部で金融教育に関
する知見を整え、持続的にプログラムが実施できるようにな
る

実行団体の内部関係者で子ども向けのレク
チャーを実施した人数
金融教育プログラムの有無

金融教育について学んだことがない、実施
したことがない状態
金融教育プログラムがない状態

各実行団体内部関係者の5割以上が、５回
以上レクチャーを実施
年間カリキュラムとして実施できる金融プ
ログラムが完成している

2025年3月

実行団体の活動に参加した子どもたちのお金に対する知識が
向上し、自分のライフプランを持つことができる

金融リテラシーの変化（金融広報中央委員
会実施の金融リテラシー調査を参考に項目
を作成）
アンケート

生活や将来にかかる費用、貯蓄行動、お金
のトラブル解決方法等について、理解度が
低い状態
将来の見通しがない状態

対象者の８割以上が、当初と比較して金融
リテラシーが向上、簡単なライフプランが
立てられる

2025年3月

実行団体の活動に参加した子どもたちが、お金を切り口とし
て社会の仕組みを知り、自らの行動がが社会に与え得る肯定
的な影響を知る

アンケート 自己肯定感、社会参画意識が低い状態 対象者の８割以上が、自己肯定感が高ま
り、社会への参画意識が高くなったと回答

2025年3月

実行団体が関わる地域の団体や学校等が、金融教育に興味を
持ち、新たな連携や支援を得て金融教育が広がる

連携や支援を得た学校、団体等の数 初期値を把握 各団体２つ以上の新たな団体とネットワー
クを構築する

2025年3月














